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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】脂肪細胞由来のアディポサイトカインの一つであるアディポネクチンは、抗糖尿病作用、抗動脈硬化
作用、抗炎症作用を併せ持つ分子である。近年、血小板活性化とそれに引き続く局所の炎症反応が動脈硬化の
進展に関与することが明らかにされつつある。しかしアディポネクチンと血小板活性化との関連を検討した報
告は今まで行われていない。今回我々は、ヒト血中アディポネクチン濃度、血小板活性化、頚動脈硬化の関連
について検討した。 
【方法】2 型糖尿病 136 名、高血圧症 138 名、高脂血症 203 名を含む 277 名（男性 136 名、女性 141 名）
を対象とした。ヒト血中アディポネクチン濃度は ELISA 法 により計測し、血小板活性化の指標であるヒト血
中多核球・血小板凝集（PMN-P）、単球・血小板凝集（Mo-P）は血小板特異的表面抗原 CD41 陽性の白血球を Flow 
cytometry 法により計測した。頚動脈硬化（内膜中膜複合体肥厚度：IMT）は超音波法により測定した。 
【成績】全例を対象とした単回帰解析の結果、PMN-P, Mo-P いずれも頚動脈 IMT と有意な正の相関関係を示し
た（r＝0.277、r＝0.183）。頚動脈 IMT との関係は Mo-P よりも PMN-P の方が強い正の相関関係を示した。
ステップワイズ重回帰分析では、PMN-P は年齢・HbA1c に次いで3番目に強い頚動脈 IMT の、独立した有意な
寄与因子であった。一方、PMN-P と関連する因子を単回帰・ステップワイズ重回帰分析で解析した結果、HbA1c・
血中アディポネクチン・年齢が独立した寄与因子であった。 
【結論】これらの結果から、ヒト血中アディポネクチン濃度は血小板活性化と深く関与することが示された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
脂肪細胞由来のアディポサイトカインの一つであるアディポネクチンは、抗糖尿病作用、抗動脈硬化作用、
抗炎症作用を併せ持つ分子である。近年、血小板活性化とそれに引き続く局所の炎症反応が動脈硬化の進展に
関与することが明らかにされつつある。しかしアディポネクチンと血小板活性化との関連を検討した報告は今
まで行われていない。今回、ヒト血中アディポネクチン濃度・血小板活性化・頚動脈硬化の関連について検討
した。 
 ２型糖尿病 136 名、高血圧症 138 名、高脂血症 203 名を含む 277 名（男性 136 名、女性 141 名）を対
象とした。ヒト血中アディポネクチン濃度は ELISA 法により計測し、血小板活性化の指標であるヒト血中多核
球・血小板凝集（PMN－P）、単球・血小板凝集（Mo－P）は血小板特異的表面抗原 CD41 陽性の白血球を Flow 
cytometry 法により計測した。頚動脈硬化（内膜中膜複合体肥厚度：IMT）は超音波法により測定した。 
 全例を対象とした単回帰解析の結果、PMN－P，Mo－P いずれも頚動脈 IMT と有意な正の相関関係を示した（r
 －284－
 －285－
＝0.277、r＝0.183）。頚動脈 IMT との関係は Mo－P よりも PMN－P の方が強い正の相関関係を示した。ステ
ップワイズ重回帰分析では、PMN－P は年齢・HbA1c に次いで3番目に強い頚動脈 IMT の、独立した有意な寄
与因子であった。一方、PMN－P と関連する因子を単回帰・ステップワイズ重回帰分析で解析した結果、HbA1c・
血中アディポネクチン・年齢が独立した寄与因子であった。 
 以上よりアディポネクチンは血小板活性化の寄与因子であり、ヒト血中アディポネクチン濃度は血小板活性
化と深く関与することが示された。 
 
 以上の研究は、糖代謝および糖尿病性大血管障害の臨床治療学に貢献するものであり、博士（医学）の学位
を授与されるに値するものと判定された。 
 
